
資料：農林水産省及び環境省の統計資料を基に、 
   農林水産省にて試算 
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②一般家庭 
  

事業系廃棄物 
（641万トン） 

家庭系廃棄物 
（1,072万トン） 
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可食部分と考えられる量 
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（300～400万トン） 

うち可食部分と 
考えられる量 

（２00～４00万トン） 

食品廃棄物 
（1,713万トン） 

○ 日本では、年間約1,700万トンの食品廃棄物が排出。このうち、本来食べられるのに

廃棄されているもの、いわゆる「食品ロス」は、年間約500～800万トン含まれると推

計。（平成22年度推計） 

参考２ 



日本の 
「食品ロス」 

（500～ 
800万トン） 

 

○ 日本の食品ロス（年間約500～800万トン）は、世界全体の食料援助量の約２倍。 
○ 日本のコメ生産量に匹敵し、日本がODA援助しているナミビア、リベリア、コンゴ

民主共和国３カ国分の食料の国内仕向量に相当。 

世界全体の 
食料援助量(2011) 

約４００万トン 

規格外品、期限切れ等により 
手つかずのまま廃棄される食品 

事業系 
 

うち可食部分と 
考えられる量 

 
（300～ 

400万トン） 

家庭系 
 

うち可食部分と 
考えられる量 

 
（２00～ 

４00万トン） 

ナミビア、リベリア、コンゴ
民主共和国３か国分の国

内仕向量(2009) 

約６００万トン 

日本のコメ収穫量 
(2012) 

約８５０万トン 

農林水産省作成を基に消費者庁にて作成 
資料：WFP, FAOSTAT ”Food balance sheets”(2009) 
    平成24年産作物統計（普通作物・飼料作物・工芸農作物） 



農林水産省資料を基に消費者庁にて作成 
出典 ： 「Global Food Loses and Food Waste(2011)」（FAO) 
           【参考】「平成21年度食品ロス統計調査」（農林水産省）           

○ ＦＡＯの報告書によると、世界の食料生産量の3分の1にあたる約13億トンの食料
が毎年廃棄されている。 

 
○ 先進国ではかなりの割合が消費段階で無駄にされるが、開発途上国では消費段階の
廃棄は極めて少量。 

参考４ 



各国における食品廃棄物の発生量 

  日本 韓国 米国 英国 ドイツ フランス スウェーデン 

食品廃棄物の 
発生量 
（万トン） 

 
1,713 

(2010年度） 

 
約490 

（2010年） 

 
5,540 

（2009年） 

 
約1,400 
（2006年） 

 

約1,100 
（2012年3月 

公表） 

 
約2,210 

※食品を含む 
有機性廃棄物 

 
約101 

（2010年） 

内 訳 
（万トン） 

 
食品製造業 ： 271 
食品卸売業 ：  22 
食品小売業 ： 119 
外食産業    ： 229 
 
家庭系 ： 1,072 

 
製造業除く 

 
食品製造 ： 292 
小売（卸売、飲食
店を含む） ： 1,878 
 
 
家庭 ： 3,370 

 
食品製造業  
       ： 約260 
流通        ：   約37 
 
 
家庭系 ： 約830 
学校・病院 
      ： 約260 

 
産業工業製造業 
由来     ： 185 
流通由来    ： 5.5 
 
 
一般家庭由来  
       ： 667 
外食由来 ： 190 

 
食品製造者 ： 560 
その他事業系 
         ： 130 
 
 
家庭系 ： 1,520 

 
食品製造業 ： 17 
外食産業 ： 約10 
 
 
 
家庭 ： 67.4 

一人当たりの 
食品廃棄物 

排出量 
（kg/人） 

134 約100 179 約225 約135 約352 約108 

下記出典の資料を基に消費者庁にて抜粋 
 
出典 ： 平成25年７月31日 食料・農業・農村政策審議会食料産業部会食品リサイクル小委員会（第9回）及び 
          中央環境審議会循環型社会部会食品リサイクル専門委員会（第7回）合同会合（第7回）における 
     資料１「各国における食品リサイクル等の実施状況」 



手つかずで廃棄された 
食品の賞味期限の 
内訳を見ると・・・・・・・・・・・ 

賞味期限

前24%

１週間以内
19%

２週間以内
7%

１ヶ月以内
10%

半年以内
16%

半年を越

える24%

賞味期限前
が約1/4も！ 

家庭から出される 
生ごみの内訳 

資料：平成19年度京都市家庭ごみ組成調査（生ごみ） 

調理 
くず 
56% 

食べ 
残し 
39% 

その他, 
5.5% 

参考５ 
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１　世帯における食品使用量、食品ロス量及び食品ロス率

(1)　世帯員構成別の食品使用量及び食品使用割合 ・・・１－２
(2)　世帯員構成別の食品ロス量及び食品ロス量割合 ・・・２
(3)　食品ロス率 ・・・３－４

ア　世帯員構成別の食品ロス率
イ　主な食品別の食品ロス率
ウ　食事管理者の年齢階層別の食品ロス率
エ　調査時期別の食品ロス率

（参考）　食品ロス率の階層別の世帯分布 ・・・５

２　世帯における１週間に調理、飲食した料理・食品の出現回数

(1)　朝食時 ・・・６
(2)　昼食時 ・・・７
(3)　夕食時 ・・・７
(4)　食事管理者の年齢階層別にみた朝食メニュー ・・・７－８

ア　主食
イ　果実類
ウ　牛乳
エ　主な主菜・副菜

(5)　食事管理者の年齢階層別にみた夕食のメニュー ・・・８
ア　主食
イ　主な主菜・副菜

３　世帯における食品の食べ残しや廃棄を行った理由（複数回答）

(1)　「食卓に出した料理を食べ残した理由」 ・・・９
(2)  「食べ残した料理を廃棄した理由」 ・・・１０
(3)　「食品を使用せずに廃棄した理由」 ・・・１０

４　外食産業における食べ残し状況

(1)　食べ残し量の割合 ・・・１１
(2)　主な調理品の１食当たりの食べ残し状況 ・・・１１－１３

ア　食堂・レストラン
イ　結婚披露宴
ウ　宴会
エ　宿泊施設

(3)　主な調理品の食べ残しのあった食数の割合及び食べ残し状況 ・・・１４
（食堂・レストラン）

－　目　　　次　－　（目次のみ消費者庁にて作成）
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